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 この離乳の基本は、離乳を進める際の「目

安」を示したものである。これを参考にし

て、乳児の食欲、摂食行動、成長・発達パ

ターンあるいは地域の食文化、家庭の食習

慣等を考慮した無理のない具体的な離乳の

進め方、離乳食の内容や量を、個々にあわ

せて作ることが望まれる。すなわち、子ど

もにはそれぞれ個性があるので、基準に合

わせた画一的な離乳とならないよう留意し

なければならない。また、乳児が嫌がると

きには強制せず、楽しくおいしく食事がで

きるような環境、雰囲気づくりはきわめて

重要である。なお、この時期はあまり肥満

の心配はいらない。 

 

１．離乳の基準 

 

(１) 離乳の定義 

 離乳とは、母乳または育児用ミルク等の

乳汁栄養から幼児食に移行する過程をいう。

この間に乳児の摂食機能は、乳汁を吸うこ

とから、食物をかみつぶして飲み込むこと

へと発達し、摂取する食品は量や種類が多

くなり、献立や調理の形態も変化していく。

また摂食行動は次第に自立へと向かってい

く。 

 

(２) 離乳の開始 

 離乳の開始とは、初めてドロドロした食

物を与えた時をいう。その時期はおよそ生

後５か月になったころが適当である。 

〈注〉①果汁やスープ、おもゆなど単に液

状のものを与えても、離乳の開始とはいわ

ない。②離乳の開始は児の摂食機能の発達

等を考慮し、早くても４か月以降とするこ

とが望ましい。③離乳の開始が遅れた場合

も、発育が良好なら生後６か月中に開始す

ることが望ましい。④発育が良好とは、首

のすわりがしっかりしている、支えてやる

とすわれる、食物を見せると口を開ける、

などの状態をいう。 

 

(３) 離乳の進行 

 ①離乳の開始後ほぼ１か月間は、離乳食

は１日１回与える。離乳食のあとに母乳ま

たは育児用ミルクを児の好むまま与える。

離乳食のあと以外にも母乳または育児用ミ

ルクは児の欲するままに与えるが、その回

数は５か月では通常４回程度、ただし母乳

ではもう１～２回多くなることもある。こ

の時期は離乳食を飲み込むこと、その舌ざ

わりや味に慣れさせることが主な目的であ

り、離乳食から補給される栄養素量は少な

くてよい。②離乳を開始して１か月が過ぎ

たころ（生後６か月ころ）から、離乳食は1

日２回にしていく。また生後７か月ころか

らは舌でつぶせる固さのものを与える。母

乳または育児用ミルクは離乳食の後に与え

る２回と、それとは別に３回程度与える。

③生後９か月ころから、離乳食は１日３回

にし、歯ぐきでつぶせる固さのものを与え

る。離乳食の量を増やし、離乳食の後の母

乳または育児用ミルクは次第に減量し中止

していく。離乳食とは別に、鉄欠乏、腎へ

の負担、たんぱく質過剰等を考慮しつつ、

母乳または育児用ミルクを１日２回程度与

える。 
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(４) 離乳の完了 

 離乳の完了とは、形のある食物をかみつ

ぶすことができるようになり、栄養素の大

部分が母乳または育児用ミルク以外の食物

からとれるようになった状態をいう。その

時期は通常生後13か月を中心とした12～15

か月ころである。遅くとも18か月ころまで

には完了する。 

〈注〉食事は１日３回となり、その他に１

日１～２回間食を用意する。母乳はこの間

に自然にやめるようになる。１歳以降は牛

乳またはミルクを１日300～400mlコップで

与える。 

 

２．離乳期の食物 

 

(１) 食品の種類 

 与える食品は、離乳の段階を経て種類を

増やしていく。①特に離乳の初期に、新し

い食品を始める時には茶さじ一杯程度から

与え、乳児の様子をみながら増やしていく。

②離乳の開始のころは米、次いでパン、じ

ゃがいもなどでんぷん質性食品を主にする。

なお、調理法に気をつければ野菜、豆腐、

白身魚、卵黄（固ゆでにした卵黄だけを用

いる）、ヨーグルト、チーズなども用いても

よい。③離乳が進むにつれ、卵は卵黄から

全卵へ、魚は白身魚から赤身魚、青皮魚へ

と進めていく。離乳中期から食べやすく調

理した脂肪の少ない鶏肉、豆類、各種野菜、

海藻を用いることもできる。ただし、脂肪

の多い肉類は少し遅らせる。④野菜には緑

黄色野菜を加えることが望ましい。⑤離乳

後期以降は、鉄が不足しやすいので赤身の

魚や肉、レバー（鉄強化のベビーフード等

を適宜用いてもよい）を多く使用する。ま

た、調理用に使用する牛乳・乳製品の代わ

りに育児用ミルクを使用する等工夫する。 

 

(２) 食品の調理形態・調理 

 与える食物は、離乳の進行に応じて食べ

やすく調理する。①米がゆは、乳児が口の

中で押しつぶせるように十分に煮る。初め

は「つぶしがゆ」とし、離乳食に慣れてき

たら粗つぶし、つぶさないままへと進め、

軟飯へ移行する。②たんぱく質性食品、野

菜類などは、初めはなめらかに調理し、次

第に粗くしていく。③離乳食は、煮た物が

中心となる。それぞれの食品のもつ味を生

かしながら、薄味でおいしく調理する。 

 

(３) 離乳食のバランス・献立 

 離乳が進むにつれ、質および量を考え、

献立に変化をつける。①離乳を開始して１

か月が過ぎた生後６か月ころから、穀類、

たんぱく質性食品、野菜・果物の献立を用

意する。②離乳中期・後期ころから家族の

食事の中の薄味のものも適宜取り入れて、

調理法および献立に変化をつけ、偏食にな

らないように心がける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．離乳食の与え方 

 

〈付表〉離乳食の進め方の目安 

区  分 離乳初期 離乳中期 離乳後期 離乳完了期 

月齢（か月） 5～6 7～8 9～11 12～15 

離乳食（回） 1→2 2 3 3 回

数 母乳・育児用ミルク（回） 4→3 3 2 ※ 

調 理 形 態 ドロドロ状 
舌でつぶ 

せる固さ 

歯ぐきで 

つぶせる固さ 

歯ぐきで 

噛める固さ 

Ⅰ 穀類(g) 
つぶしがゆ 

30→40 

全がゆ 

50→80 

全がゆ(90→ 

100)→軟飯80 

軟飯 90 

→ご飯80 

Ⅱ 

卵(個) 

 

又は豆腐(g) 

又は乳製品(g) 

又は魚(g) 

又は肉(g) 

卵黄 

2／3 以下 

25 

55 

5→10 

卵黄→全卵 

1→1／2 

40→50 

85→100 

13→15 

10→15 

全卵 

1／2 

50 

100 

15 

18 

全卵 

1／2→2／3 

50→55 

100→120 

15→18 

18→20 

Ⅲ 野菜・果物(g) 15→20 25 30→40 40→50 

一

回

当

た

り

量 

調理用油脂類・砂糖(g) 各 0→1 各 2→2.5 各 3 各 4 

※牛乳やミルクを１日300～400ml 

 

注： 

１．付表に示す食品の量などは目安である。なお、

表中の矢印は当該期間中の初めから終わりへ

の変化（例えば、離乳初期の離乳食１→２は

５か月では１回、６か月では２回）を示す。 

２．離乳の進行状況に応じた適切なベビーフード

を利用することもできる。 

３．離乳食開始時期を除き、離乳食には食品Ⅰ.

Ⅱ（１回にいずれか１～２品）.Ⅲを組み合わ

せる。なお、量は１回１食品を使用した場合

の値であるので、例えばⅡで２食品使用の時

は各食品の使用量は示してある量の1/2程度

を目安とする。 

４．野菜はなるべく緑黄色野菜を多くする。 

５．乳製品は全脂無糖ヨーグルトを例として示し

た。 

６．たんぱく質性食品は、卵、豆腐、乳製品、魚、

肉等を１回に１～２品使用するが、離乳後期

以降は、鉄を多く含む食品を加えたり、鉄強

化のベビーフードを使用する、調理用乳製品

の代わりに育児用ミルクを使用する等の工夫

が望ましい。 

７．離乳初期には固ゆでにした卵の卵黄を用いる。

卵アレルギーとして医師の指示のあった場合

には、卵以外のたんぱく質性食品を代替する。

くわしくは医師と相談する。 

８．豆腐の代わりに離乳中期から納豆、煮豆（つ

ぶし）を用いることができる。 

９．海藻類は適宜用いる。 

10．油脂類は調理の副材料として、バター、マー

ガリン、植物油を適宜使用する。 

11．塩、砂糖は多すぎないように気をつける。 

12．はちみつは乳児ボツリヌス症予防のため満１

歳までは使わない。 

13．そば、さば、いか、たこ、えび、かに、貝類

等は離乳初期・中期には控える。 

14．夏期には水分の補給に配慮する。また、果汁

やスープ等を適宜与える。 


